
 

北陽台だより 第２９７号 
 

令 和 ５ 年 ６ 月 ３ ０ 日  発 行 

長 崎 県 立 長 崎 北 陽 台 高 等 学 校 

西 彼 杵 郡 長 与 町 高 田 郷 ３ ６ ７ ２ 

T E L  ０ ９ ５ - ８ ８ ３ - ６ ８ ４ ４ 

F A X  ０ ９ ５ - ８ ８ ３ - ０ ７ ７ ６ 

発 行 責 任 者   大  川  周  一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

仕合わせ 

                          教 頭  三丸 孝彦 

 

６月１４日（水）に本校では第４５回校内合唱コンクールが実施されました。今年は久しぶ

りに生徒や保護者、一般の皆さまの前で直接クラスの歌声を披露することができました。例年

に比べ、練習する日数は少なかったものの、各クラスでは始業前、昼休み、放課後を利用して

一生懸命活動する様子が窺えました。 

生徒の合唱の後、本校職員による合唱がありました。曲は、中島みゆきさんの「糸」です。

この曲は１９９２年にリリースされましたが、その後も多くのアーティストにカバーされ、２

０２０年にはこの曲を基にした映画が制作されました。私も以前から知っていましたが、事前

に配付された歌詞を見たときに最後のフレーズに目が止まりました。 

～縦の糸はあなた 横の糸は私 逢うべき糸に出逢えることを  

人は仕合わせと呼びます～ 

この「仕合わせ」の部分は、歌詞を見るまでは「幸せ」と思っていました。私は「仕合わせ」

は知らなかったので、学校の図書室に行き「しあわせ」について調べてみました。すると、 

  しあわせ【仕合せ・幸せ・仕合わせ・倖せ】 

① めぐりあわせがよい・こと（さま）。幸運。幸福。 

② めぐりあわせ。運命。 

とありました。「幸せ」という意味は、多くの場合、①のような幸運や幸福を思い浮かべる

のではないでしょうか。では、「仕合わせ」はというと、②のめぐりあわせや運命を意味する

のかなと思いました。 

さらに調べていくと、もともと「しあわせ」という言葉は「し合わす」が語源であり、何か

２つの動作が合うことが「仕合わせ」だと言われていたそうです。自分が今置かれている状況

に、偶然別の状況が重なって生じることがこの「仕合わせ」ということです。 

最後のフレーズには、人との出会いというものは、良いものであっても悪いものであっても

運命の巡り合わせであるといった意味が込められていると思います。私は長崎県の教職員に採

用されて今年で２５年目ですが、これまで、延べ約６５０名の生徒の担任を務めてきました。

生徒との出会いはまさに「仕合わせ（運命）」だったなと感じています。 

長崎北陽台の生徒の皆さんも、中学生の時に本校を第一に考えて入学してきたと思います。

この学校で出会った周りの友人や先生方との出会い一つひとつが自分を成長させてくれ、その

経験がその後出会う誰かの役に立つことを忘れずに毎日の学校生活を過ごしてほしいと願っ

ています。 



合唱コンクール 

第７５回長崎県高等学校総合体育大会 

 

 

 

６月２日（金）に諫早市のトランス・コスモススタジアムで開会式が行われ、陸上競技部が代表として行進し

ました。翌日の３日（土）から各会場で大会が行われました。結果はHPをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１４日（水）に合唱コンクールを開催しました。３年ぶりに全校生徒が体育館に一堂に会し、各クラスの

発表を鑑賞しました。社会福祉協議会の皆様をはじめ、多くの保護者の方にもお越しいただきました。ありがと

うございます。コンクールの結果は以下のとおりです。 

【最優秀賞】 ３年６組 

【優 秀 賞】 ３年３組 ３年４組 １年１組 １年５組 

 

 

 

 



生徒支援講話（ネットコミュニケーション講演会） 

 

生徒会役員選挙 

 

 

 

6 月１５日（木）に長崎県弁護士会プラスワン法律事務所 弁護士 川島 陽介（かわしま ようすけ）氏

〈本校第１６回生〉をお招きし、「ネットと SNS への意識」という演題で講演をしていただきました。 

ネット依存やゲーム依存、SNS 上でのトラブルについて、動画を用いながらわかりやすく伝えていただきまし

た。また、使い方を間違えると違法行為となり、民事賠償や刑事罰につながることを法的な立場から諭してい

ただきました。講演後の振り返りでは、自分のスマートフォン等の使い方を振り返り、ネット社会を歩む一員

としての自覚と責任を再考することができました。 

 

 

 

 

 

６月２２日（木）に生徒会役員選挙が行われました。多くの候補者が立候補し、学校に対する思いあふれる演

説が行われました。選挙の結果、新しい役員は以下のとおりとなりました。 

 【生徒会長】冨永 裕介（２年６組） 【生徒会副会長】田平 周汰（２年７組） 中村 穂里（１年５組） 

 【議  長】白﨑 千絢（１年５組） 【副  議  長】藤澤京志郎（１年１組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１学年より 

７月の主な行事予定 
                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イベントを終えて」 
 

１学年主任 山口貴明 

 

６月は高校生になって初めて経験するイベントが目白押しでした。 

 上旬には高総体がありました。各部活動、それぞれ全力で戦ったことと思います。嬉しい思い、悔

しい思い、いろいろだと思いますが１年生という立場から参加した高総体は、これまでの中総体とは

また違ったレベルの高い戦いだったのではないでしょうか。よく覚えておいてほしいのは３年生の最

後の姿です。多くの３年生がこの高総体を最後に部活動を引退し、これから受験へと切り替えていく

でしょう。先輩たちの姿から多くを学び、時間を大切にして部活動に励み、成長してほしいと思いま

す。 

 また、高総体を終えて間もなく、14 日には校内合唱コンクールが開催されました。短い準備期間

でしたが、１組と５組が優秀賞を獲得するなど、１年生の健闘が光りました。この２クラスは音楽選

択クラスなので、さすがという感じでしたが、他のクラスも非常によくまとまって素晴らしい合唱を

披露したように思います。明らかに年度当初の学年校歌コンクールの頃よりもクラスが一つになり、

差が縮まっているように感じました。これからも学校行事は続きます。各クラス個性豊かに、それぞ

れの力を出し切る取り組みを見せてほしいですね。 

 そして、６月末には高校生として初めて迎える定期試験があります。これもまた、大切な学校のイ

ベントです。日頃の学習の成果、高い志が問われます。個人の頑張りはもちろんですが、友人たちと

お互い競い合い、励まし合いながら一緒に高め合えるものにしてほしいと思います。最後の大学受験

もそうなります。正々堂々、最後まで粘り強く、力を出し切る試験にしてください。 

 これからまだまだ多くの経験を積み重ねていきます。その一つひとつがみんなの成長につながって

ほしいと祈念してやみません。これからも何事にも頑張っていこう。 

 

 

 １日(土) 土曜自学（３年） 

 ７日(金) 代休（７月８日分） 校外記述模試（全学年） 

 ８日(土) 午前：授業 午後：オープンスクール 

 ９日(日) 校外記述模試（３年） 

１０日(月) 午前：授業 午後：校内競技大会 

１１日(火) 校内競技大会 

１４日(金) 三者面談 特別時間割 ～２１日(水)まで 

２０日(木) 午前：授業 午後：終了式 

２１日(金) 授業設定日～２８(金）まで 

２９日(土) 夏季校内学習会（３年） 

３１日(月) 夏季校外学習会３年 ～８／５(土)まで 

※８月７・８日（月・火）  夏季校内学習会（３年） 

 



２学年より 
 

 

 

 

 

 

 

  

「失敗を次に生かしていますか」 
２学年主任 川﨑健太 

 

１学期の期末試験が終了しました。おつかれさまでした。試験へ向けた取組はどうでしたか？ 

いつも、同じことを言っていますが、試験は受けっぱなしではいけません。試験へ向けた自身の取組を

ふりかえり、できたこと、できなかったことを明らかにし、この後の行動につなげることが重要です。

反省にとどまらず、そのことを生かし、実際に改善のための行動に移せるかが大切です。４４回生は、

引き続き、主体的に学ぶ学習者を目指していきます。主体的に学ぶためには、自ら問を立て、考えるこ

とが必要です。目標をもつことも重要です。周囲には、すでに主体的に学ぶことを身に付けつつある友

人もたくさんいます。参考にしつつ、４４回生全員で、高めあう学年集団にしていきましょう。また、

学校行事や部活動では、いよいよみなさんが主体となっていきます。４４回生ならではの、素敵な発想

や人間力で、長崎北陽台全体を盛り上げていってください。期待しています。 

 

＜海外修学旅行説明会＞ 

 ６月２２日（木）に２学年保護者を対象とした、海外修学旅行説明会を実施しました。お忙しい

中、全体の６割を超える保護者のみなさまの出席をいただきました。ありがとうございました。

Classi に会の資料を掲載しておりますので、そちらもご覧ください。 

 安全・安心を第一に、思い出に残る修学旅行を実施したいと考えておりますので、引き続き、ご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

◎修学旅行について 

【日程】 

①令和６年１月１４日（日）～１８日（木） ３，４組＋バスケ、ラグビー、サッカー部 

 ②令和６年１月２１日（日）～２５日（木） １，２，５，６，７，８組 

 場所：シンガポール 

 ※夏休み中にパスポートの取得等があります。 

  また、２学期以降は HR 等を利用して事前学習を行います。シンガポールの歴史や文化を正しく理

解し、安全安心で、そして、楽しい修学旅行にしましょう。 

               

 



３学年より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「近況報告」  

３学年主任 内藤健一 

 

運動部だけでなく、多くの文化部が活動を終えています。家庭部は最後の活動として、カップケーキを

作り、職員室にも持ってきてくれました。とても美味しく頂きました。 

 

また、合唱コンクールでは、体育館で開催でき、最後のコンクールにどのクラスも精一杯取り組みまし

た。その中で、最優秀賞を受賞した３年６組の合唱コンクール委員（石川さん）の感想を紹介します。 

★私たち 3 年 6 組は、コブクロの｢今、咲き誇る花たちよ｣を歌いました。この曲は、それぞれのパートが

音取りやリズムが難しかったため、パート別の練習をできるだけ沢山設けました。体育館での練習が出

来ないまま本番を迎えてしまいましたが、パートごとの練習を活かして声量も強弱もはっきりさせるこ

とができました。私たちは最初から団結出来ていたわけではありません。練習開始の呼びかけをしてか

ら、実際に練習が始まるまでに時間がかかったり、他クラスから聴こえてくる歌声に、焦りを感じるこ

ともありました。しかし、日に日に率先して練習に協力してくれる人が増えたことが、最優秀賞に繋が

ったのだと思います。受験勉強も大切ですが、それに負けないくらい、残り少ない学校行事にも力を入

れ、クラスの絆を深めたいです。 

 

これから、行事だけでなく、進路実現に向けて頑張る時期ともなっています。３年７組の飯田さんは、

一足早く夢に向けた一歩を踏み出しています。（以下飯田さんの感想） 

★私は３月に福岡で開催された、「On Your Mark!」という英語のキャンプに参加してきました。そこ

では海外のトップ大学生とともに様々な活動をして、たくさんの学びを得ることができました。具体的に

は、英語を使ったレクレーションで様々な価値観を持つ人と交流したり、世界中の問題に対して議論し課

題解決のプロセスを学んだり、自分の夢について英語でスピーチをしたりしました。それらを通して自分

のアイデンティティや、夢について深く考え、新しい自分に出会うことができたので挑戦してよかったな

と思っています。今後は英語を使って、やりたいこと全部に挑戦していきたいです。 

これから、３年生全員でお互い協力するだけでなく、切磋琢磨し残りの学校生活を充実させていきます。 

 


